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1 台のオルガンで奏でる、オーケストラ！？ 

「ローランド･ライブ･イン･シネマ･コンプレックス」 
華麗なオルガン演奏でよみがえるチャップリンの無声映画 

株式会社ワーナー・マイカル 
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㈱

演

こ

な

記

ワーナー・マイカルは、チャップリンの名作サイレント映画『チャップリンのスケート』の映像とともに、  世

界のトップ・オルガニストの迫力あふれる生演奏をお楽しみいただくユニークなライブ・コンサート「ローラン

ド・ライブ・イン・シネマ・コンプレックス」を、7 月 10 日（土）に神奈川県のワーナー・マイカル・シネマズ港北

ニュータウン、7 月 11 日（日）に大阪府のワーナー・マイカル・シネマズ茨木で開催します。 

奏者は、世界的なオルガニストであるトニー・フェネロン氏。サイレント映画時代に音響演出として欠かせ

なかったストーリーを引き立たせるサウンドや効果音などシアター・オルガンの世界を鮮やかに再現します。

永遠の名作が迫力ある美しい音色とともによみがえります。そのほか、シアター・オルガンにまつわる レク

チャーやお馴染みの映画音楽の壮大な演奏など多彩なプログラムをご用意。心に響く電子オルガンの魅力

を存分にご堪能いただけます。 

のコンサートは、身近なシネコンで大人から子供まで、気軽に本格的なコンサートを楽しんでいただきたい

というローランド㈱と、劇場の新しい展開を模索する㈱ワーナー・マイカルとのコラボレーションにより実現し

ました。ローランドの電子オルガン演奏によるフルオーケストラを聴いているような感覚と、映画館の大型ス

クリーン映像の饗宴という新しいエンターテインメントをご提供します。 

お、本コンサートに先駆け、第 1 部として、ピアニストとしても世界的に有名なトニー・フェネロン氏を迎え、

「ローランド・デジタルピアノ フレンドリー・コンサート 2010」（主催：財団法人ローランド芸術文化振興財団）

を開催します。「第 8 回 ローランド ファンタスティック・ピアノコンクール」入賞者の皆さんも出演。クラシック

からジャズ、ポピュラーまで心弾む演奏をお届けします。併せてお楽しみください。 

 

開催日 7 月 10 日 (土)   7 月 11 日 (日) 

会 場 

ワーナー・マイカル・シネマズ 港北ニュータウン 
神奈川県横浜市都筑区中川中央 1-25-1 

ノースポート・モール 7Ｆ 

TEL：045-914-7677（自動音声ダイヤル） 

ワーナー・マイカル・シネマズ 茨木 
大阪府茨木市松ケ本町 8－30－2 

マイカル茨木 4Ｆ 

TEL：072-621-0807（自動音声ダイヤル） 

＜第１部＞ 

14:30 開場 

14:45 開演 

「ローランド・デジタルピアノ フレンドリー・コンサート 2010」 
主催：財団法人ローランド芸術文化振興財団 

出演：トニー・フェネロン、第 8 回ローランドファンタスティックピアノコンクール入賞者 

入場料金：一般 1,800 円／学生 1,400 円（税込/全席指定） 

＜第 2 部＞ 

16:45 開場 

17:00 開演 

 

「ローランド・ライブ・イン・シネマ・コンプレックス」 
主催：ローランド（株） 

◆ チャップリンの無声映画とオルガンの演奏 （作品：『チャップリンのスケート』） 

◆ 映画音楽のオルガン演奏 

◆ シアター・オルガンを知る 

入場料金： 一般 2,000 円 / 学生 1,600 円(税込・全席指定) 

 



 

■ チケット購入方法： 

1. 「e席リザーブ」にて（オンラインによるクレジットカード決済、パソコンまたは携帯電話にてお申し込みください） 

7 月 7 日（水）21：00 より販売開始。 

＜パソコン＞ http://www.warnermycal.com  ＜ケータイ＞ http://www.warnermycal.com/i/ 

2. 実施劇場ロビーのチケット窓口にて、7 月 8 日（木）開店時間より販売開始。 
 

※両コンサートの共通前売り券 (一般 3,200 円／学生 2,400 円、いずれも税込、全席指定)のお申し込みは  
月１日(火)より 7 月 5 日(月)まで。詳細は以下の各ホームページを参照。 6

①財団法人ローランド芸術文化振興財団 <TEL> 053-523-0352 http://www.roland.or.jp/ 

②ローランドイベント運営事務局 <FAX> 053-428-5733 http://www.roland.co.jp/event/RolandLive5/ (お問合

フォームあり) せ

 
 

 

＜資 料＞ 

■チャールズ・チャップリン (Charles Chaplin: 1889 - 1977) 
イギリス・ロンドン生まれ。映画俳優、映画監督、コメディアン、脚本家、映画プロデューサー。映画の黎明期に数々の作品を生

み出し、『喜劇王』の異名を持つ。『街の灯』『モダン・タイムス』『チャップリンの独裁者』など、映画史に輝く傑作を残している。 

 

■「チャップリンのスケート」  
1916 年製作のモノクロ・サイレント映画。全 24 分の作品。 

主人公のチャーリーは、レストランでウエーターとして働いていた。彼のマイペースな働

きぶりによりお客を怒らせるなど、トラブルが絶えなかった。ある日、彼はローラー・ス

ケート場で令嬢エドナと意気投合したが、浮気者の男がエドナを狙ってきた。この男をこ

らしめようと・・・。本作は、劇団時代に鍛え上げられたチャップリンのコミカルなロー

ラー・スケートの滑り技が見所。スケートを使用したギャグは、後の名作『モダン・タイム

ス』でも大いに生かされている。 

 

演奏者について 

■トニー・フェネロン （Tony Fenelon） 
オーストラリア出身のトップ・ピアニスト/オルガニスト。メルボルン大学にて理学修士を取得、さらにメルボ 

ルン音楽院でピアノを学び優秀な成績で卒業。王立メルボルン病院に在職する傍ら、オーストラリア・ポップ

ス・オーケストラとの共演など、クラシックからポップスまで幅広いジャンルでの演奏活動を精力的に行う。卓

越したテクニックが認められ、1965 年には名誉あるメルボルン・リージェンﾄ劇場のシアター・オルガン奏者と

して招かれ、1969 年米国で初のシアター・オルガン・コンサート・ツアーを開始、ジェームス・ボンド映画の

「ゴールド・フィンガー」の初演奏者を務め、1998 年以降はピアニスト/オルガニストとして世界各国でのコン

サート活動を本格的に開始。年間 60 回にも及ぶ公演をこなす他、CD、レコードを 24 枚リリース。2002 年には

米国シアター・オルガン協会より「Organist of the Year 2002」を受賞、2003 年オーストラリアでもっとも名誉あ

る「The Medal of the Order of Australia」(オーストラリア勲章)を受賞。 

 

 
※イベントの内容は予告なく変更することがあります。 

※本ニュースリリースに記載されている社名、製品名などの固有名詞は、各社の登録商標または商標です。 
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